
 

 

                       

 

問 一 次の文中の （あ） から （え） にあてはまる数や言葉をそれぞれ書きましょう。 

 

（１）２０をわりきれる数を２０の （あ） といいます。 （あ） を小さい整数から順番に

ならべると，次のようになります。 

１，２，４，５，１０，２０ 

 

    

このとき，一番外側の１と２０をかけると１×２０＝２０となります。 

次に，次の外側の２と１０をかけると２×１０＝２０ 

さらに次の４と５をかけると４×５＝２０となります。 

 

（２）２４の約数を求めます。約数を求めるときは，（１）のように，積が２４になるように   

ペアをつくると，すべての約数を見つけやすくなります。 

 

   １，２，３，４， （い） ， （う） ，１２，２４ 

 

 

 

 

（３）１５の約数と１８の約数に共通な数を，１５と１８の公約数といいます。 

また，公約数の中で一番 （え） 数を最大公約数といいます。 

 

【答え】（あ）                           （い） 

 

 

（う） （え） 

 

 

問 二 次の問いに答えましょう。 

（１）４８の約数をすべて書きましょう。 

 

 【答え】 

 

 

（２）３１の約数をすべて書きましょう。 

 

 【答え】 

 

約数 ６ 

 １，２，３，４，６，８，１２，１６，２４，４８ 

 １，３１ 

大きい ８ 
約数のペアを 

つくってみよう。 

算数 約数          ５年  組  名前 

【補充問題②－３】解答 



（３）１２と３６の公約数をすべて求めましょう。 

   １２の約数 ）１，２，３，４，６，１２ 

   ３６の約数 ）１，２，３，４，６，９，１２，１８，３６ 

   １２と３６の公約数 ）１，２，３，４，６，１２ 

 

 【答え】 

 

 

（４）１５と２０の公約数をすべて求めましょう。 

   １５の約数 ）１，３，５，１５ 

   ２０の約数 ）１，２，４，５，１０，２０ 

 

 【答え】 

 

 

（５）１４と４５の公約数をすべて求めましょう。 

   １４の約数 ）１，２，７，１４ 

   ４５の約数 ）１，３，５，９，１５，４５ 

 

 【答え】 

 

 

問 三 ノート１２冊とえんぴつ１６本を，どちらも同じ数ずつ，何人かの子どもたちにあまら

ないように配る計画を立てています。あまりなく配るためには，何人の子どもたちに配

ることができるでしょうか。すべて求めましょう。ただし，１人だけに配ることはしな

いこととします。 

    ノート１２冊をあまらないように配ることができる

のは，人数が１２の約数のとき。 

    １２の約数 ）１，２，３，４，６，１２ 

 

    えんぴつ１６本をあまらないように配ることができ

るのは，人数が１６の約数のとき。 

    １６の約数 ）１，２，４，８，１６ 

 

    同じ数ずつ余らないように配るためには，人数が１

２と１６の共通の約数である公約数であるとき。 

    １２と１６の公約数 ）１，２，４ 

    ただし，問題文に一人だけに配ることはしないと書

いてあるので，答えは， 

 

 【答え】 

 

 １，２，３，４，６，１２ 

 １，５ 

 １ 

 ２人か ４人だと，あまりなく配ることができる。 

まずは、それぞれの

約数をすべて書き出し

てみよう。 

 ノートをあまらないよ

うに配ることのできる人

数は，１２の約数だね。 

えんぴつはどうだろう。 


